
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

【宣言書 H29.11.21】 

（長野地域） 

平成 30 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 「ながのベジライフ宣言」事業～よく噛んで、食べたら動いて糖尿病予防～ 

事業主体 

（連絡先） 

長野市 

長野市若里六丁目６番１号 長野市保健所健康課（健康づくり担当） 

事業区分 保健、医療、福祉の充実 

事業タイプ ソフト 

総事業費 2,198,921 円（うち支援金：1,746,000 円） 

 

① 実践を促すための普及啓発 

② 「ながのベジライフ宣言 市民

の集い」の開催 

③ 若い世代の歯周疾患検診 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

予定した事業は全て実施ができ、

様々な場面で普及啓発が図れた

が、数値による検証は検診結果が

翌年以降となり、単年だけでは効

果が確認できないため B とした。 

 【目標・ねらい】 

・「ながのベジライフ宣言（ハッピーかみんぐ１.２.30）」

の取り組みは、全てのライフステージで市民が実践で

きることから、様々な関係機関・団体と協働し、わか

りやすい周知を幅広く行うことができた。 

・「ながのベジライフ宣言 市民の集い」が H30.10.21 に

開催（参加者 300 人）され、市民らが一堂に会しそれ

ぞれの専門医による講演などから、糖尿病の発症予防

について理解が深められた。 

・若い世代の歯周疾患検診では 188 人が、青年期糖尿病

予防講座では 155 人が受診し、歯と口腔の健康を守る

ことが糖尿病予防につながることの意識付けできた。 

長野市の糖尿病予備群(血液中の HbA1c5.6％以上

6.4％以下)の割合は全国平均よりも高く、重症化リスク

(HbA1c6.5％以上)がある人の割合は県内市中第１位で

ある。また糖尿病発症の要因となる歯周病は 40 歳の検

診で約４割が既に罹患しているが、関係性が知られてい

ないため、市民の予防意識が低い。このことから糖尿病

など生活習慣病の予防に取り組む行動宣言「ながのベジ

ライフ宣言」を市長が行い、その具体的な取組を「ハッ

ピーかみんぐ１.２.30」としてわかりやすく表現し、市

民が自ら健康づくりを実践するように市と共に取り組

んでいくこととした。これらの普及啓発と若い世代の歯

周疾患検診を行い、糖尿病の重症化予防を図るもの。 

適度な運動習慣と適正な食習慣の定着と、若年時からの歯周病予防実践による糖尿病の発症・

重症化予防の効果や数値は、国保特定健診受診データから把握（HbA1c5.6％以上の占める割合

が減少したかどうか等）し検証しながら、引き続き「ながのベジライフ宣言（ハッピーかみんぐ

１．２．30）」の取り組みの定着と糖尿病の重症化予防を図っていく。 



（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

 

（長野地域） 

平成 30 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

町で実施している各事業と信州 ACE プロジェクト

を結びつけ、Action、Check、Eat の取組による健康

づくり活動に対しポイントを付与する信濃町 ACE 健

幸ポイントを創設する。 

また、ACE プロジェクトに関連させた予防事業の

充実を図る。 

 

・健幸ポイントをスタートするためのガイドブック

製作 

・健幸ポイントの普及啓発のためのポスター、パン

フレット製作 

・健診受診、ACE 健幸ポイントの普及啓発のための

健康づくり講演会の開催 

・健康づくりの具体的方策として、ウォーキングを

推奨するのためのウォーキングマップ制作 

・３つの星レストランの登録に必要な健康メニュー

開発の支援 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してど

のような効果があったか、項目毎に記載するこ

と。 

○ 信州 ACE プロジェクトをベースとした ACE 健

幸ポイントの創設によって、個人の健康づくり

活動の促進が図れる。 

○ ACE 健幸ポイントの普及啓発によって、健康に

関心のなかった層への動機付けとなる。 

○ 講演会の開催やマップによるウォーキングの推

奨など、予防事業の拡充が図れる。 
 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

健康ポイントの参加状況を見る中で、ポイント付与がインセンティブとなり得ているか、ポ

ピュレーションアプローチとして機能しているかを検証し、その効果を見極め、さらに魅力的

な事業として参加者を増やしていく必要がある。興味がわく健康教室や講演会の開催、ポイン

ト景品の充実を図り、よりよい制度に改善していき、健康ポイントの継続によって健康づくり

に資するとともに、医療費の削減や地域振興の一助となるよう推進していく。 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 ACE 健幸ポイント事業～健やかで幸せな健康長寿の町づくり～ 

事業主体 

（連絡先） 

信濃町 

（住民福祉課保健予防係 電話 026-255-3112） 

事業区分 ②保健、医療、福祉の充実に関する事業 ／ ⑥エ商業の振興 

事業タイプ ソフト事業 

総事業費 1,932,420 円（うち支援金：1,471,000 円） 

①ACE 健幸ポイントの創設 

 （制度設計と事業開始の準備) 

 

②ACE 健幸ポイントの普及啓発 

 

③予防事業の拡充・促進 

 

※自己評価【B】 

【理由】 

信州 ACE プロジェクトをベース

とした健幸ポイントを開始でき、

健康課題の改善に向けた健康づく

りの普及啓発を図ることができ

る。 

【健康づくり講演会前に健幸ポイント 

事業の紹介】 

【目標・ねらい】 



（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（長野地域） 

平成 30度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 子育てを地域で支えるソフトインフラ整備プロジェクト 

事業主体 

（連絡先） 

学校法人 清泉女学院大学・清泉女学院短期大学 

長野市大字上野 2丁目 120‐8 

事業区分 ②保健、医療、福祉の充実に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,772,738円（うち支援金：1,207,000円） 

 

①貧困の連鎖の防止の一助となる 

②異世代間交流の場となる 

③次世代のこども食堂を担う人材

を養成する 

※自己評価【 A 】 

【理由】こども食堂/こどもセルフ

食堂は目標を上回る子育て世帯の

参加があった。こども向けプログ

ラミング教室などの新たな学習支

援も大変好評であった。 

 

【こどもセルフ食堂の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

①食事の無料提供だけでなく、貧困の連鎖の要因となる

「認知能力（いわゆる学力）」の向上と、子どもの将来

を左右するとされる「非認知能力（意欲・自尊心・やり

抜く力・社会性などのいわゆる生きる力）」の向上の両

方を支援することができた。 

②支援する側の高齢者ボランティアもやりがいや生き

がいを感じることができ、知人をボランティアに誘うな

ど、支援の輪が広がった。 

③他団体が開催するこども食堂に派遣した学生ボラン

ティアは、机上では学ぶことができない貴重な経験をす

ることができた。 

清泉女学院大学・短期大学が中心となり高齢者を含む

地域住民と学生が協同し、一場所多役の子どもの居場所

（ソフトインフラ）を整備することで、様々な困難を抱

える子育て世帯を地域一丸となって支援する。 

貧困や孤食、障がいなどの問題を抱える子ども達や、

子育てに孤独や不安・ストレスを感じている子育て世帯

に無料で食事を提供する「こども食堂」と、こどもが自

らの手で食事を作る「こどもセルフ食堂」、そして紙芝

居、人形劇、読み聞かせ、折り紙、工作教室、および子

育てをテーマとする講演会などの総合イベント「子ども

文化祭」を開催した。 

今後は、こども食堂の参加者を対象に清泉女学院大学・短期大学の心理学を専門分野とする教員

が「子育てに役立つ心理学(仮称)」をテーマにミニ講座を開催する。心理学を専門分野とする教

員が参加することにより、こどもや保護者が抱える課題について、行政支援、専門機関・団体な

どへ結び付けることにより、暮らしの中での基盤（インフラ）としての機能を強化する。 



 
 

 





（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（長野地域） 

平成 30年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 スペシャルオリンピックス日本・長野設立 20周年記念事業記念式典・SOスポーツプログラム体験会 

（ユニス・ケネディ・シュライバー・デーユニファイド®アクト 

事業主体 

（連絡先） 

公益社団法人スペシャルオリンピックス日本・長野 

長野市鶴賀上千歳 1120-17 Alegria8F 

事業区分 主となる区分（２）保健、医療、福祉の充実 関連する区分（１）地域協働の推進 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,296,452円（うち支援金：1,037,000円） 

（活動写真） 

① 支援企業・団体の増加 

② 参加アスリートの増加 

③ 参加ボランティアの増加 

 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

・支援企業が５０％増 

・登録アスリートが 10.7%増 

・登録ボランティアが 10.5%増 

【SOスポーツプログラム体験会の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

① 支援企業・団体の増加  50％増 

   H29年 12月 31日実績  16企業・団体  

H30年度 7月 31日現在 24企業・団体 

②登録アスリート 10.7％増 

   H29年 12月 31日実績 登録アスリート 205名 

   H30年 8月 10日現在  登録アスリート 221名 

③登録ボランティア  10.5%増 

   Ｈ29年 12月 31日実績 登録ボランティア 212名 

   H30年 8月 10日現在  登録ボランティア 224名 

  ＊今回の体験会の目的の一つである、知的障がい者と健常者が共に行

うユニファイドスポーツの推奨により、健常者のパートナーが増加。 

 

 

県内各地で毎年 5～10回程度、単一競技でスポーツプロ

グラム体験会を開催しているが、設立 20周年の節目を

機に、複数の競技を一度に体験できる場を設け、より多

くの知的障がい者にスペシャルオリンピックスの活動

に興味を持ち、参加してもらえる機会とした。また、設

立当初から当団体にご理解、ご支援、ご協力をいただい

ている行政、企業、団体の方々をお招きして開催した記

念式典と併せて、スペシャルオリンピックスの日常プロ

グラムの様子をご覧いただき、当団体より一層の理解を

深めていただく機会を設けた。 

 

今回は、20 周年事業として式典も開催して「SO スポーツプログラム体験会」を盛大に行った。

その結果、県内のライオンズクラブ、国際ソロプチミストの団体から、より強固な支援・協力を

確約いただいた。今後は、各団体にも協賛いただいてこの体験会を随時開催していく。 
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（長野地域） 

平成 30 年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 貧困家庭の子どもたちへＩＣＴ学習支援事業 

事業主体 

（連絡先） 

特定非営利活動法人ＩＴサポート銀のかささぎ 

理事長 山越久美子 

事業区分 保健、医療、福祉の充実 

事業タイプ ソフトタイプ 

総事業費  1,269,330         円（うち支援金： 836,000      円） 

1 貧困家庭の子どもたちの学習する意欲を向

上させる。 

2 地域ボランティアを今までの２倍にする。 

3. 地域のつながりや社会の助け合いにつなが

る効果をもたらす。 

 

 

※自己評価【 Ｂ 】 

【理由】支援箇所が４箇所に増えて活動を

多くの人に知っていただけるようになった

が、育成したコーディネーターであるが、大

学生が多く諸事情のため来年以降活動できる

人員が大幅に減るため。 

三本柳にっこりひろば

 【目標・ねらい】 

１、 支援した子どもたちの人数： 目標年度 H30  対

H29 約 2.5 倍 

松代福祉寮、三本柳にっこりひろば、波田コミュ

ニティ、寺小屋円成寺と昨年１箇所であった支援

先が４箇所に増えた 

２、 学習支援コーディネーターの数： 目標年度 H30 

対 H29 比 1.35 倍増 ２７名へ増加 

             

３、地域のつながりや社会の助け合い： 目標 学習支

援ポータルサイトの作成、ＳＮＳの活用でつながり

が広がった。 

      

長野市内の三本柳にっこりひろば、松代福祉寮に学習

支援を行う。 

タブレットを用いた学習支援ボランティア向けのマ

ニュアルを作成し、ＩＣＴ学習支援コーディネーター講

座を開催する。 

講演会を開催し、当事業を貧困家庭のこどもたちへＩ

ＣＴ学習支援モデル事業とし、他地域への広がりを目標

とする。 

 

今年度の取り組みを、貧困家庭のこどもたちへＩＣＴ学習支援モデル事業とし、他地域への広がり

を目標とする。次年度は長野県こども支援課や長野県みらい基金、及び民間の企業（ソフトバンク）

の力を借りて、資金や備品を調達する。県内の子どもの居場所づくりを進めている団体を集めてＩＣ

Ｔ教育支援の事例を発表し、定期的に勉強会を行い、要請を受けた団体へ支援に行く。子どもの居場

所での学習支援のネットワークの構築を図りたい。 
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事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

事業名 信州こども食堂を対象にした映画上映会通して子供たちの心の成長を促すための

機材提供事業 

事業主体 

（連絡先） 

翠翔会 

長野市小鍋 114-14 

事業区分 （２）保健、医療、福祉の充実 

事業タイプ ソフト 

総事業費        421,640 円（うち支援金：    337,000 円） 

 

① こどもカフェ(こども食堂)の運

営資金の確保 

② 多様な子どもの居場所作り 

③ 地産地消の促進 

④ 他団体との繋がりの強化 

※自己評価【 A 】 

【理由】 

・子供たちはもちろんその保護者

からも高評価の感想を得た。 

・自立式スクリーンを使用してか

ら安全性が高まり、上映中に子供

を止めるために立ちあがる保護者

が半分以下に減少。 

【       】 

 

 【目標・ねらい】 

 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目
毎に記載すること。 

信州こども食堂へ実際に出向き、学習支援・食料の配

布・映画の無料上映・ネットワーク会議などを行うため

に音響映像設備を貸出、設置等を行った。 

長野市ボランティアセンターや長野市社協を活用し

て情報提供と共有を図った。 

これまでに、築いてきたネットワークの繋がりと新た

にできたプラットフォームでの繋がりを活用すること

により、より多くのこどもの居場所の支援を可能にし、

より人と人との繋がりを多彩に広げることができた。 

・信州こども食堂 8月～3月までに回実施。 

・信州こども食堂ネットワーク会議 

・児童養護施設［三帰寮］ 

計 70人以上の子供たちが参加（大人は含めない） 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

来年度は今年以上に信州こども食堂での上映会を企画。児童養護施設［三帰寮］でも今年以上の無料映画上映会を企画、実施し、

より多くの子供たちに楽しんでいただく。そして映画上映だけではなく映画を通して信州こども食堂では食の大切さ、親子の

繋がりの大切さなどを届けていきたいと考えている。 

ワイヤレスコンパクトスピーカーやワイヤレスピンマイクセット等を使用し屋外での活動を増加させる。また、他団体との共同

イベントなどを企画しより多くの人と人との繋がりの強化に取り組む。 
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事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 高齢者と働き盛り世代のための健康づくり教室  

事業主体 

（連絡先） 

総合型スポーツクラブ「この指とまれ☆しなの」 

026-255-5298 

事業区分 （２）保険、医療、福祉の充実 

事業タイプ ソフト 

総事業費     680,900  円（うち支援金：544,000   円） 

 

① 日常的に運動習慣をつける 

② 筋肉をつけ健康な体を作る 

③ 仕事のストレス解消 

④ 仲間が集まる場所を提供 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

町内各地区で開催出来て良かった

が、野尻、古海での参加者が少な

かった。夜のエクササイズは思っ

たより若者が集まらなかった。 

【教室の様子】 

 【目標・ねらい】 

① 週 1 回の人、月 2 回の人と自分に合った運動習慣が

ついた。 

② 毎回参加するにつれ体の動きが大きく滑らかになっ

てきた。歩くときに足が上がるようになった。 

③ 呼吸をしながら体をのびのび伸ばし、汗をかくとこ

とでストレスが発散された。 

④ 毎週の教室の日を楽しみにしている人が多く、早め

に来てはおしゃべりを楽しんでいた。 

〇高齢者向け「転倒予防教室」 

・富士里支館・地域交流施設・野尻湖支館・古海集会所 

 で合計 46 回開催 

・椅子に座りながら全身の筋を延ばし筋肉をつける運

動、指や腕の左右が違う動きをする頭の体操、口周り

の筋肉を鍛える口腔体操、認知症予防の運動。 

 

〇働き盛り世代向け「エクササイズ教室」 

 ・富士里支館・地域交流施設で合計 14 回開催。 

 ・軽快な音楽に合わせての体操、ヨガボールを使って

体のコア部を強化、ピラティスでインナーマッスル

を鍛える運動。 

・高齢者は、日中なら 1 年を通して参加ができるのでこのまま継続していきたい。 

・新規で行った野尻地区、古海地区でも出張教室が可能になった。 

・働き盛りの人たちに運動をしてもらう工夫が必要。 
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事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 長野県内の性的マイノリティの理解と連携推進事業 

事業主体 

（連絡先） 

ダイバーシティ信州 

事業区分 （２）保健、医療、福祉の充実に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費       804,937 円（うち支援金：  553,000 円） 

①県内において性的マイノリティへの

理解を広げる 

②孤立する当事者同士の繋がり形成

をサポート 

③当事者と共存する場を創設すること

で誰もが生きやすい地域を作る 

※自己評価【 C 】 

【理由】当事者を講師とした勉強会や

講演会を行うことで当事者の参加を

見込んできたが、当事者の参加は非

常に少なかった。まず、行政の協力

を得ながらの啓発活動が必要と考え

られる。 

【講演会の様子】 

 【目標・ねらい】 

１．当会の会員数を増加させることに関しては、2 名増加しか

できなかった。これは、当事者とその家族がそもそも勉強会

や講演会に出て来づらかったためと、カミングアウトの不安

の大きさの現れと考えられる。 

２．参加者へのアンケート結果から、LGBT についての理解

は講演会前平均 3.4 ポイント→講演会後平均 4.4 ポイントに

上昇し、自分がカミングアウトされた時の受容については 2.9

ポイント→3.9 ポイントに上昇した。また、今後理解を深めた

いと答えた人が多く 4.7 ポイントだった。（1～5 で評価） 

3．新聞で勉強会や講演会を取り上げて頂いたため、県内で

の関心の高まりや理解促進に大きく貢献したと考える。 

1.性的マイノリティ当事者と支援者を対象にした勉強会（8 月

18 日：講師ブルボンヌさん、3 月 2 日：講師遠藤まめたさん） 

県内での理解を広めていくため、当事者と支援者を対象に

した勉強会を長野市で開催した。その中で、教育関係者や

行政関係者との繋がりや、多様性についての理解を広げる

必要性が共有された。 

2.杉山文野さん講演会・シンポジウム（12 月 16 日） 

当事者の講演会と、長野市人権・男女共同参画課とのシン

ポジウムを行った。一般市民の理解を広げると共に行政とし

ての取り組みの必要性も明確になった。 

今年度の事業を通じて、性的マイノリティについて教育関係者や行政関係者に関心を持って頂いたこ

と、また勉強会や講演会の講師との繋がりを行政の方が持って下さったこと、性的マイノリティについて

行政の取り組みとして必要性を感じて頂けたことが事業効果として大きかった。今後も連携して活動する

ことで、理解促進の動きを更に広めて行きたい。当事者の生きにくさが少しでも解消されるよう、特に、子

ども若者への支援を広げるための活動を強化していきたいと考えている。 


